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相
模
原
市
社
会
保
障
推
進
協

議
会（
以
下「
相
模
原
社
保
協
」、

協
会
・
相
模
原
支
部
が
加
盟
）

は
６
月
２
日
、
相
模
原
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー
で
第
１３
回
総
会
を

開
催
し
、
約
４０
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
総
会
に
先
立
っ
て
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、「
憲
法
２５
条

を
活
か
し
た
社
会
保
障
の
再
構

築
を
」
と
題
し
、
中
央
社
会
保

障
推
進
協
議
会
・
事
務
局
次
長

の
山
口
一
秀
氏
が
講
演
し
た
。

　

講
演
で
氏
は
、「
餓
死
」や
「
孤

立
死
」
が
各
地
で
相
次
い
で
い

る
こ
と
に
触
れ
、
様
々
な
理
由

で
申
請
す
ら
さ
せ
な
い
生
活
保

護
行
政
の
「
水
際
作
戦
」
が
要

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。
厚
労
省
で
は
電
気
・
ガ
ス

業
者
等
と
連
携
し
て
生
活
困
窮

者
の
把
握
を
求
め
る
「
通
知
」

を
出
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど

機
能
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で

あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
「
孤
立

死
」
の
背
景
に
は
、
自
公
政
権

の
「
構
造
改
革
」
に
よ
る
深
刻

な
貧
困
と
格
差
の
拡
大
と
と
も

に
、
国
の
社
会
保
障
に
対
す
る

責
務
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ

と
で
、
本
来
、
貧
困
の
予
防
と

救
済
を
目
的
と
す
る
社
会
保
障

制
度
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て

い
る
と
し
た
。
ま
た
氏
は
、
０９

年
の
政
権
交
代
で
国
民
が
支
持

し
た
の
は
「
構
造
改
革
」
路
線

か
ら
の
転
換
で
あ
る
と
指
摘

し
、
財
界
や
米
国
言
い
な
り
の

政
治
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
強
調
。
社
会
保
障

制
度
を
持
続
的
に
拡
充
し
て
い

く
た
め
に
は
、
予
算
の
無
駄
遣

い
や
大
企
業
、
富
裕
層
へ
の
行

な
い
と
の
こ
と
。
４
品
目
５
品

目
は
、
公
認
会
計
士
だ
っ
た
方

が
、
伯
父
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
手

伝
い
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、そ
の
世
界
に
は
ま
り
込
み
、

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
の
畑
を
購

入
、
自
ら
ワ
イ
ン
作
り
を
し
て

い
る
人
の
ワ
イ
ン
、「
ル
ー
ジ

ュ
ブ
ル
ー
」
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
と

赤
ワ
イ
ン
。
６
品
目
は
、
バ
ル

ト
ン
家
の
赤
ワ
イ
ン
。
そ
し
て

最
後
は
、
イ
タ
リ
ア
赤
ワ
イ
ン
、

１
０
０
日
乾
燥
さ
せ
た
葡
萄
で

作
ら
れ
る
と
い
う
「
ア
マ
ロ
ー

ネ
」。
ワ
イ
ン
の
合
間
に
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
出
さ
れ
る
魚
料

理
、
肉
料
理
が
、
さ
ら
に
ワ
イ

ン
を
引
き
立
て
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
系
ド
ラ
マ
「
ハ
ン
グ
リ

ー
！
」
の
撮
影
舞
台
に
も
な
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
こ
を
会
員
２０

名
貸
し
切
り
で
、
ワ
イ
ン
の
利

き
酒
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日

本
ソ
ム
リ
エ
協
会
シ
ニ
ア
ワ
イ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
井
越
葉
子

さ
ん
の
説
明
を
伺
い
な
が
ら
、

６
種
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
ま
し

た
。
説
明
の
中
で
、
ワ
イ
ン
は

生
産
地
の
気
候
、
地
形
、
地
質

が
味
を
決
め
る
が
、
さ
ら
に
生

産
者
の
熱
意
こ
だ
わ
り
、「
誰
」

が
作
っ
た
の
か
が
、
美
味
し
い

ワ
イ
ン
選
択
の
最
も
重
要
な
決

め
手
と
な
る
と
い
う
話
が
印
象

的
で
し
た
。
ま
ず
は
、
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
、
こ
の
ワ
イ

ン
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
、
カ
ナ

ダ
国
境
近
く
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州

コ
ロ
ン
ビ
ア
バ
レ
ー
の
葡
萄
畑

で
作
ら
れ
た
も
の
。
ア
メ
リ
カ

の
ワ
イ
ン
の
９
割
が
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
生
産
で
あ
る
中
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
バ
レ
ー
の
ワ
イ
ン
は
井

越
さ
ん
お
す
す
め
の
逸
品
。

　

次
に
フ
ラ
ン
ス
ボ
ル
ド
ー
の

名
門
バ
ル
ト
ン
家
の
白
ワ
イ
ン

２
品
、
白
は
赤
に
比
べ
繊
細
な

た
め
、
味
に
ご
ま
か
し
が
き
か

　

残
暑
続
く
土
曜
の
夕
暮
れ
、

「
ワ
イ
ン
利
き
酒
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
お
店
の
お
し
ゃ
れ

な
外
観
は
、
映
画
ド
ラ
マ
の
ロ

ケ
に
利
用
さ
れ
、
今
年
の
フ
ジ

き
過
ぎ
た
減
税
を
中
止
し
、
雇

用
、
労
働
条
件
の
改
善
、
中
小

企
業
支
援
な
ど
国
民
全
体
で
応

分
の
負
担
を
し
て
社
会
保
障
を

支
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

説
い
た
。

　

記
念
講
演
終
了
後
、
１１
年
度

活
動
報
告
、
１２
年
度
活
動
方
針

案
、
役
員
選
出
な
ど
全
議
題
を

異
議
な
く
採
択
。
活
動
方
針
で

は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
の
改
善
に
重
点
を
置
い
た
活

動
と
と
も
に
小
児
医
療
費
助
成

の
拡
充
、
生
活
保
護
の
受
給
権

を
守
る
運
動
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
起
し
た
。
国
民
健
康

保
険
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
で
は
、
市
が
２
年
ご
と
の
国

保
税
引
き
上
げ
で
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
減
ら
し
、
国

保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
と
し

て
い
る
た
め
、
国
保
税
を
こ
れ

以
上
引
き
上
げ
な
い
よ
う
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
こ
と
。
ま

た
、
小
児
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
現
在
、
小
学
校
３
年
ま
で

と
な
っ
て
い
る
対
象
年
齢
の
拡

充
や
所
得
制
限
の
撤
廃
を
求
め

て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

40名が参加した相模原社保協総会

　

８
月
２５
日
、
相
模
原
支
部
と
県
央
支
部
は
合
同
で
「
ワ
イ
ン
利
き
酒
会
」
を

開
催
。
会
場
は
、
白
い
外
観
が
お
洒
落
で
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
舞
台
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
大
和
市
中
央
林
間
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
欧
風
台
所
ラ
・

パ
レ
ッ
ト
」。
当
日
は
会
員
、
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
２３
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
シ
ニ
ア
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
井
越
葉
子
氏
が
講
師
を
務

め
、
氏
が
厳
選
し
た
赤
、
白
、
ロ
ゼ
等
の
５
種
類
と
入
澤
県
央
支
部
長
お
薦
め

の
赤
ワ
イ
ン
「
ア
マ
ロ
ー
ネ
」
の
計
６
種
類
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者
は
井
越

氏
の
ワ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
原
料
、
製
法
な
ど
の
解
説
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、絶
品
の
コ
ー
ス
料
理
と
と
も
に
ワ
イ
ン
の
香
り
や
味
を
楽
し
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
参
加
記
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
掲
載
す
る
。

ワイン利き酒会を開催ワイン利き酒会を開催

相模原・県央支部の交流企画

相
模
原
社
保
協　

第

相
模
原
社
保
協　

第
１３１３
回
総
会
を
開
催

回
総
会
を
開
催

　

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

　

久
し
ぶ
り
の
東
京
で
の
新

名
所
と
な
っ
た
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
見
学
ツ
ア
ー
（
主

催

：

相
模
原
歯
科
医
師
会
）

に
参
加
し
た
。
新
し
も
の
好

き
の
私
達
夫
婦
に
と
っ
て
こ

の
ツ
ア
ー
は
何
よ
り
楽
し
み

で
、
つ
い
で
の
浅
草
、
東
京

ソ
ラ
マ
チ
、
墨
田
川
水
上
バ

ス
も
乗
船
出
来
る
と
あ
っ
て

案
内
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
来
る

な
り
是
非
行
こ
う
と
決
め

た
。
が
、
す
ぐ
に
定
員
い
っ

ぱ
い
で
締
め
切
り
の
知
ら
せ

が
あ
り
、
追
加
募
集
に
も
は

ず
れ
悶
々
と
し
て
い
た
矢

先
、
直
前
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

あ
り
幸
運
に
も
行
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

相
模
原
か
ら
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
界
隈
ま
で
バ
ス
１
台
を
チ

ャ
ー
タ
ー
、
１
時
間
で
目
的

地
ま
で
着
い
た
が
、
三
日
前

の
当
日
券
が
初
め
て
販
売
さ

れ
、
当
日
は
３
連
休
も
重
な

っ
て
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　

地
上
６
３
４
メ
ー
ト
ル

（
武
蔵
の
地
に
あ
や
か
る
）

の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
展
望
台
で

の
景
観
は
圧
巻
で
、
ギ
ネ
ス

に
も
世
界
一
高
い
タ
ワ
ー
と

し
て
認
定
さ
れ
、展
望
台
は
、

４
４
５
と
４
５
０
の
２
層
の

通
称
展
望
回
廊
（
第
２
展
望

台
）
と
３
４
０
、
３
４
５
、

３
５
０
の
３
層
か
ら
な
る
展

望
デ
ッ
キ
（
第
２
展
望
台
）

が
あ
る
。
展
望
台
で
２
時
間

１５
分
の
自
由
行
動
時
間
が
あ

っ
た
が
、
一
気
に
上
の
展
望

台
に
は
上
れ
ず
、
第
１
展
望

台
か
ら
第
２
展
望
台
ま
で
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
３０
分
待

ち
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
カ
フ
ェ

や
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
の
会
計

も
２０
分
待
ち
で
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
た
。
ガ
ラ

ス
が
張
り
出
し
た
チ
ュ
ー
ブ

型
の
回
廊
は
ま
さ
に
空
中
散

歩
す
る
感
覚
。
高
所
恐
怖
症

の
私
は
不
覚
に
も
足
が
す
く

み
腰
砕
け
に
な
り
家
内
に
も

失
笑
を
買
う
始
末
。
夏
の
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
す
に
は
十
分

な
盛
り
だ
く
さ
ん
の
贅
沢
な

小
旅
行
を
満
喫
で
き
、
改
め

て
江
戸
、
東
京
を
見
直
す
い

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
も
機
会
が

あ
れ
ば
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
お
出
か
け
い
た
だ
き
た
い
。

私
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
デ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　

鵜
野
森　
　

馬
場　

一
郎

厳選ワインと
絶品料理に舌鼓
中央区宮下本町　小沼　博

　下記の日程で医院のスタッフ向けに「接遇マ

ナー講座」を開催致します。この講座では、電話

応対マナーだけでなく接客応対マナーの基本・言

葉遣い・基本動作をロールプレイング形式で行い

ます。ぜひ、この機会に笑顔、挨拶、言葉遣いな

ど基礎から学んでみませんか？　講師は（財）日

本電信電話ユーザ協会のインストラクターが務

め、実際の対応も行います。医科・歯科医院の受

付担当者、スタッフの方々を対象にしております。

奮って、ご参加ください。

と　き　10月25（木）午後1時30分～4時30分

ところ　相模原南メディカルセンター 小会議室

　　　　 小田急相模大野駅下車 徒歩6分

講　師　（財）日本電信電話ユーザ協会

参加費　2,500円

定　員　20名（定員になり次第〆きり）

お申込み：相模原支部担当まで【雑045-313-2111】

スタッフ接遇マナー講座の

ご 案 内

好 評


